
─  ─271

動賓複合語と領属目的語について⑴

動賓複合語と領属目的語について⑴

鵜　殿　倫　次

０　はじめに

　趙元任は文法関係のひとつである動賓関係 V-O Constructionをもつフ
レーズや複合語について精緻な構造主義的考察を行っている。しかし現代
中国では、これらのうち遊離現象をもつものだけを指す「離合詞」の研究
に歪小化している傾向がある。
　本稿では、趙元任が「動賓複合語」と呼ぶものについて、とくにふたつ
のことに重点を置いて考察する。ひとつはその「遊離」現象がどのような
条件で起きるかという点である。二つめは、動賓複合語が行為の対象を付
帯する場合、どのような場合に他動詞の目的語となり、どのような場合に
挿入的ないわゆる「領属目的語」となるかという点である。
　以上の二つの点に着目しながら、まず趙元任の動賓複合語の定義に沿っ
て、これと「対話」する形式で考察する。

１　趙元任1968の動賓複合語の定義

　趙元任1968 A grammar of spoken Chinese1）（赵元任全集2）第３巻 p. 1‒855）
によれば「動賓複合語 Verb-Object(V-O) Compounds」は次のように定義さ
れている。以下ゴシック体の部分が趙元任の定義を要約したもの。

　6.5　複合語（compound）としての動賓構造は次のどれか１つの条件
を満たすもの。

　　　⑴　すくなくとも一つは拘束的 bound な形態素である。
　　　⑵　賓語が軽声である。
　　　⑶　語彙性または特別な意味をもつ。
　　　⑷　構成要素をバラせない。
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⑴の「すくなくとも一つは拘束的 boundな形態素である」の条件について
は、基本的に FB、BF、BBのようにどちらか一つが拘束形式のものを指す。
FFの場合は⑵⑶⑷など他の条件で判断される。

　6.5.1　動賓複合語の構成要素がＦ（自由形式）かＢ（拘束形式）か。
　　すくなくとも一つが拘束的 bound な形態素であれば複合語である。

どちらも自由 free である場合は、他の条件で判断する。

FB、BF、BBの例として挙げられているのは次の語彙である。少なくとも
一つが拘束形式と言っても、実際は FBが最も多く、BFは少ない。「FB
嬉描（cf. 嬉跡 FF）」は「嬉描」は FBだが「嬉跡」は FFという意味。

　⑴　FB式複合語 軟阪 竃餓 竃舞 嬉壮 嬉描（cf.嬉跡 FF） 嬉門（cf.
嬉門島 FF） 嬉墫隅 強附 慧僥（cf.慧邪 FF） 御彜 蝕
極 推笥 錐丗 廣過 電錦 篤箭 秘舞 秘礼 貧偏（cf.
貧廓 FF） 和㍗（cf.和囿 FF） 牢壽 僕嶮 看岼

　⑵　BF式複合語
　　　BF式は FB式より、はるかに少ない。たぶん名詞が自由になるた

めには、二音節化する傾向があるため。
  御邪（陣御の御は F）御析 御看 蕊恁 追飽 名賑

　⑶　BB式複合語 下尚 肇弊 醐岼 醐凋 峙晩 峙萎 誘字 恬匸（ふつう
は恬は F） 凵弊

　もし FFであった場合、他の条件すなわち⑴の「賓語が軽声」か⑶の語
彙的意味で動賓複合語かどうかが判断される。では趙元任が挙げている
FFの例「嬉跡 FF、慧邪 FF、貧廓 FF、和囿 FF」は、趙元任は動賓複合語
として挙げたと考えられるが、どの条件に当てはまるのか。『現代漢語詞典』
では「嬉跡 dǎ//léi」「慧邪 fàng//jià」「和囿 xià//yù」と賓語は軽声ではない
が離合詞として語と認定している。例えば「打铃」は〈ベルを鳴らす、ベ
ルが鳴る〉だが「打雷」は誰かが雷を鳴らすという意味とは違うので特別
な語彙的意味が認められる。「貧廓」は『現代漢語詞典』では語に認定し
ていない。趙元任がここに挙げた理由は明らかではないが「貧廓」が⑶に
該当すると認めたのだろう。おそらく⑶だと思われる。趙は ‘go up to the 
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city̶go downtown’ と注記している。〈盛り場に行く〉という意味がある
のだろう。
　もうひとつ重要なことは、趙元任がいう「動賓複合語 V-O compounds」は、
形態的に遊離を起こすいわゆる「離合詞」だけではないことである。例え
ば趙元任が BBに挙げたものを『現代漢語詞典』で見ると「醐岼 gé//zhí」「恬

匸 zuò//yī～zuō//yī」「峙萎 zhí//b�n」などは遊離する3）。しかし他の「肇弊」
「下尚」「凵弊」「峙晩」「誘字」は遊離しない4）。
　趙元任が動賓複合語として挙げるのは、形態論的に形態素と認定された
二つのもの5）が語をなす時に、IC分析の視点で形態素どうしが動賓構造
V-O Constructionという文法関係をもつものであって、二つの形態素が遊
離するかどうかは、動賓複合語の特徴の一つにすぎないと考えているわけ
だ。

　6.5.2　賓語が軽声。
　　フレーズ（中国語：簡怏）である動賓構造は、賓語にアクセント（中

国語：嶷咄）がある。だから賓語が軽声であれば、それは複合語であ
る。

　　　　俐佩 誼恟 宇垤 擦慕 固諮

　趙元任が挙げた語彙が現代語でも軽声であるかを見るため『现代汉语词

典 第五版』を引いてみると、〈書類カバン〉を意味する「护书（護書）」
はないが、他は修行 xiū・xíng 得罪 dé・zuì 抱怨 bào・yuàn 盖火 gài・huoのよ
うに注記している。凡例によると「・ゼロ」は軽声だが、「・声調」とした
音節は「一般には軽声だが、まま重読する」もので、その他の成分が挿入
された時に軽重の変化があるものは「看见 kàn//・jiàn」のように「//・声調」
と表記をする。「看见」では「见」は軽声だが「看不见」では「见」は重
読される。つねに賓語が軽声の「盖火」と「修行 得罪 抱怨」は区別して
あるがいずれも軽声である。なお小学館『中日辞典 第２版』は
　修行 xiūxíng
　得罪 dézuì
　抱怨 bàoyuàn
　盖火 gàihuo
のように「・」を愚かなことに取っ払っため、「盖火」だけが軽声になって
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しまった。『白水社中国語辞典』のほうは　
　修行 xiū・xíng
　得罪 dé//・zuì
　抱怨 bào・yuàn
　盖火 gài・huo
と「・声調」と「//・声調」とで区別を行い、いずれも軽声としている。な
お「得罪」は分離しない場合は dé・zuiだが、「得他的罪」となる例を挙げ、
その場合重音になるので「//・声調」の注記がされている。『現代漢語詞典』
に比較的忠実である6）。
　ところで重要な点は、趙元任が動賓複合語としたものは、二つの形態素
が結合したものが動詞になるだけでなく名詞になることもある点である。
「得罪」「修行」「抱怨」は動詞だが7）、「擦慕」〈書類カバン（書類を護る
もの）〉「固諮」〈コンロの火力調節用鉄ふた（火を蓋するもの）〉という動
賓関係が意味する行為の道具を意味する名詞となっている。ちょうど英語
の sleepから派生した名詞 sleeperが〈それによって寝るもの＝寝台車〉と
手段・道具の意味になるのと同じである。
　賓語が軽声となる動詞としての「得罪」「修行」「抱怨」は、VOを遊離
させずに用いて（「得罪」だけが遊離用法をもつ）、動賓複合語の外側に目
的語をとることができる。つまり他動詞となることができる。すなわち趙
元任が次の6.5.3に述べる離心的な動賓複合語である。下線が目的語であ
る。
　　她老抱怨一洗头就掉头发。〈彼女は頭を洗うと髪が抜けるのが恨めし
い〉

　この他動詞用法をもつ点で重要なことは、次の遊離現象との関係である。
趙元任は、動賓複合語には endocetric向心（内心）用法と exocentric離心（外
心）用法とがある8）とし、離心用法の特徴のひとつが目的語をとって他動
となれるとした点である。この二つの用法と動詞の種類および品詞との相
関は次の通りである。

　　向心用法　　自動詞
　　離心用法　　他動詞、名詞、形容詞、副詞、感嘆詞

　さきほど述べた動賓複合語の特徴のひとつが遊離用法をもつという点で
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あったが、この遊離用法は、常に向心用法において存在し、離心用法では
存在しないと考えられる点が重要である。つまり他動詞用法（離心）では、
遊離しないということである。もし「離合詞」という観点でしか現象を見
ないと、動詞の自他動と遊離現象との関係という大きな構図が分からなく
なってしまうのである。このことは趙元任は自明のことだからか、とくに
述べていないのだが、重要なことである。思いきって定式化すれば次のよ
うになる。

　　向心用法　　遊離用法をもつ
　　離心用法　　遊離用法をもたない

　例えば “得罪” は離心用法で使う。この場合は遊離は起きない。遊離が
起こるとすると、それはアスペクト辞や領属目的語の挿入である。

　　那个人很容易得罪人　離心用法
　 ?我不怕得他的罪9）　　 向心用法（領属目的語の挿入）
　 *我没跟他得过罪　　　向心用法（アスペクト詞の挿入）

　現代漢語では “得罪” は “我很容易得罪那个人。” のように離心用法が
あると、“我不怕得他的罪。” のような領属目的語の挿入はまずできない。
もし領属目的語が可能であるとするとかなり特異なものである。一般に離
心用法が可能で他動詞として目的語を動詞の外にもつ動賓複合語は、その
目的語を動詞の中に挿入する領属目的語とすることはないと考えられる。
例えば “请客〈おごる〉、套话〈かまをかける〉、丢脸〈メンツをつぶす〉、
拆台〈失敗させる〉、上当〈だまされる〉、打岔〈チャチャを入れる〉” な
どはいずれも離心用法をもたず（目的語をとれない）、領属目的語をとる。

　　　　　　　離心　　　　　　　　　　　　　向心
　　　　　　　目的語　　　　　　前置詞句　　　　　領属目的語
　　请客　　 *你得请客我。　　 ?你得给我请客　　　你得请我的客

　　套话　　 *套话他　　　　　　跟他套话　　　　　套他的实话

　　丢脸　　 *丢脸他　　　　　　给我们大家丢脸　　别丢大伙的脸

　　拆台　　 *他拆台了我　　　 *他给我拆台了　　　他拆了我的台
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　　打岔　　 *不要打岔他　　　　不要跟他打岔　　　不要打他的岔

　　上当　　 *他上当了我　　　 *他给我上了当　　　我上了他的当

逆に “怀疑、抱怨” などは離心用法をもつ（“抱怨” は離心用法しかもた
ない）ので、領属目的語をとらない。

　　怀疑　我一直怀疑这个人　对这个人我一直很怀疑　 * 我们一直怀这个

人的疑

　　抱怨　我抱怨过他　　　 *不能跟别人抱怨　　　　 *不能抱别人的怨

すなわち一般に、対象を目的語として外にもつ動賓複合語は、領属目的語
として内にもつことはないし、逆に領属目的語として内にもつのもは離心
的に外にもつことはないということが言えそうだ。しかしこのことは尚検
証が必要だろう。

　6.5.3　離心的 exocentric な VO複合語
　　　動賓構造は、ふつう全体として自動詞として用いる。そうでない場

合は離心複合語である。動賓構造は向心 endocentric 的な構造だと
定義した。離心複合語では動詞はもはや中心ではないので、それが動
賓複合かどうかは、他の複合語と同じような間接的な方法（構成要素
が他の複合語で自由形式か、もしくはそれらの意味や文言での機能か
ら）で見分けるしかない。

　　　かならずしも必要条件ではないが、離心式と見分けられる充分条件
は、賓語が軽声であることである。これは動賓複合の充分条件でもあ
る。もっとも（必要条件ではないので）賓語が軽声でなくとも複合語
である場合はある。例えば “彬欠” “彬混” は非軽声タイプだが、“彬欠”
は向心式動賓複合語である。“彬阻載染墾議欠”。いっぽう “彬混” は
離心式で展開できず “墾阻載染墾議彬混” と言うしかない。

趙元任は賓語が軽声であれば、それは動賓複合語の充分条件であるとした
が、それはまた離心的な動賓複合語の充分条件であるという。これはさき
ほど賓語が軽声であった動賓複合語「得罪」「修行」「抱怨」は、みな離心
的動詞であることから分かる。もっとも離心的な動賓複合語ではすべて賓
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語が軽声だというわけではない。
　　我怀疑 huáiyí 他今天来不了。
この怀疑 huáiyíは、抱怨と同じ VOの構成と考えられるが賓語は軽声では
ない。“怀念”（怀念母亲）“怀恋”（怀恋旧地）も同様である。ちなみに怀

恨 huái//hènは賓語は軽声でなく、遊離が可能な向心的動詞として使用す
る。
　　他一直怀恨在心。〈彼はいつまでも心に恨みをもっている〉
　趙元任が挙げた「彬欠」「彬混」のどちらも賓語が軽声ではないが、「彬

欠」は向心的動詞「風邪をひく」として用いるが、「彬混」は名詞「風邪」
（それによって彬混するもの⇒風邪）なので離心用法なのだ。
　賓語が軽声でない複合動詞が離心式であることは、統語機能で決まる。

　　動賓複合語が以下の用法をもつ時は離心式である。
　　　⑴他動詞　⑵名詞　⑶形容詞　⑷副詞　⑸感嘆詞

　重要なのは「ほとんどの他動詞になれる動賓複合語は、自動詞にもなれ
る」「他動詞にしかなれない動賓式はずっと少ない」という点だ。離心用
法をもつ動賓複合語は、ほとんど向心用法が可能ということである。

　⑴　動賓複合語が他動詞の場合
　　ほとんどの他動詞になれる動賓複合語は、自動詞にもなれる。
　　　　山夘 BB 厘載山夘椎倖傍隈 他動詞
  厘斤噐椎倖傍隈載山夘 自動詞
　　　　廣吭 BB 厘貫栖音廣吭宸窃議並。 他動詞
  載弌議叫廉，豊匆音廣吭。 自動詞
　　　　藻伉 FF 藻伉仇和議甥 他動詞
　　　　（藻舞 FB） 辛炉厘短藻伉 自動詞
　　　　竃井 FB 麿断竃井阻匯何仟慕 他動詞
  椎慕酔竃井阻 自動詞
　　　　岸蓄 FB 麿岸蓄阻匯塁徨議繁 他動詞
  麿氏岸蓄 自動詞
　　他動詞にしかなれない動賓式はずっと少ない。
　　　　戻咏 FB 戻咏匯倖仟一隈 他動詞
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　趙元任は他動詞にしかなれない動詞として “戻咏” しか挙げていないが、
ほかにも “抱怨” “埋怨” などがある。これは “山夘” とは異なっている。
“山夘” は自動詞になりうる。
　　我埋怨他。  我怀疑丈夫。 他動詞
　 *我跟他埋怨。  我对丈夫很怀疑。 自動詞（対象を前置詞句に）
　 *我埋他的怨。 *我怀丈夫的疑。 自動詞（対象を領属目的語に）

さきほど、筆者は遊離現象は向心用法にのみ結びつくと言ったが、向心用
法においてすべて遊離するのではなく、遊離するものと遊離しないものが
ある。

　　注意　　　　他動　我已经注意了这种霜冻现象。（動）10） 遊離－
　　　　　　　　　　　美术界开始注意起他的才能来。（動） 遊離－
　　　　　　　　自動　自己也得注点儿意。（岩）11） 遊離＋
　　　　　　　　　　　美术界对他的才能开始注意起来。（動） 遊離－
　　出版　　　　他動　麿断竃井阻匯何仟慕。 遊離－
　　　　　　　　自動　椎慕酔竃井阻。 遊離－
　　　　　　　　　　　最近出版了很多科普读物。（動） 遊離－

　“注意” では、自動の向心用法では遊離する場合があるが、離心用法で
は遊離しない。“出版” は離心用法で遊離しないだけでなく、向心用法で
も遊離しない。“那小说出了版了”とは言われない。これは“那书快出版了”
は他の場合の自動と異なり、受動の意味をもつ、つまり他動の “他们快出

版那本书了。” の voiceが転換した自動であることと関係がある。
　例えば上記の “去世” は自動詞しかもたない（向心用法のみだ）が、遊
離しない。“值日 zhírì” は遊離しないが、“值夜 zhí//yè” は遊離する12）。
　　老妇人去世了。　　　　他值夜了。
　 *老夫人去了世了。　　　他值了夜了。

　⑵　動賓複合語が名詞の場合
　　名詞になる離心式動賓複合語は動詞の行為者、道具、動作、目的を表

す。
　　2-1　行為者　　　輝蕉 境並 糟並 効萎隅 野型
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　　2-2　道具　　　　泣伉 遥串 砧邦

　　2-3　動作・手順　旗方 電佩 佩屓 寮伏

　　　　　　 どんな動詞も主語・賓語になれる（厘浪散嬉白，嬉白挫螺）
が量詞で修飾はできない。離心複合語は、その点が違う。

　　　　　　　　cf.麿縮曾銘旗方，匯銘寮伏

　　2-4　目的語　　　孚阻叱嫖孚㌢　択阻叱嫖宙碕

　　　　　　このようなケースは少ない

　6.5.1であった “盖火 gài・huo” では、賓語が軽声なら動賓複合語とされ
る例で挙げられた。しかしここで挙がっている名詞は賓語は軽声ではない
（例：“当局 d�ngjú” “点心 diǎnxīn”）。
　さきほどの賓語が軽声になるので動賓複合語とされる例で、動詞となる
“修行，得罪，抱怨” は離心的動詞だが、離心用法で名詞となる “盖火，
护书” は、それ自体のもつ動詞的意味は離心的ではない（“盖火，护书”
がさらに他の項をとる統語性をもっているわけではない）。これらの名詞
の一部は動詞として用いることができるものがあるが、“野型” は名詞と
しては「後添い」だが、動詞としては「後添いになる、後妻となる」とい
う意味の自動詞的動賓複合語である。“遥串” は名詞としては「耳かき」
だが13）、これを「耳をかく」という動詞としては使用しないが、かりに使
われてもそれ自体は向心的な動詞である。“跟班” は名詞としては「従僕、
従者」だが動詞としては “跟班 gēn//b�n” は「班に加わる、勤務に従う」
などの向心的な動賓複合語である。
　つまり離心的な動賓複合語は、動詞として使用された場合は他の項を要
求するという点で他動的になるが、名詞として使用された場合は「～のも
の（行為者）」「～するもの（道具）」「～する（こと）」など被修飾語を外
にもつという意味で離心的なのであり、動詞そのものは向心的なのである。

　⑶　動賓複合語が形容詞の場合
　　動賓フレーズが性質を表し、形容詞的になる場合があるが、離心動賓

複合語とは違う
　　　　竃兆（他動詞＋目的語）
　　　　　　載竃兆 竃兆自阻 竃兆誼載　形容詞のように程度副詞がつく
　　　　　　竃狛匯肝兆　　　　　　　  アスペクト辞や数量補語がつく
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　　　　網凵（離心式動賓複合語）
　　　　　　網凵自阻

　　　　　　枠音網凵，朔栖網凵阻

　　動賓複合語は程度表示ができるが、動賓の間にアスペクト辞は入れら
れず、入れるとすると、賓語形態素のあとである。

　　　　払李 BB　 貫栖短払李狛

　　　　　　　　　貫栖短払狛李（故意に離合詞的に展開した感じ）
　　離心式動賓複合語が形容詞に変わった例は次のようなものがある。
　　　　　　　　　髪蟻 郭薦 欺社 誼吭 岑失 塚軍 纏賑 便症 嗤㍉

　つまり形容詞としての動賓複合語は遊離しないという点が形容詞的な動
賓フレーズと違うというのである14）。これは一見不思議なことである。形
容詞は自動につながると考えれば、遊離作用があってもよいと考えられる。
　形容詞となった動賓複合語が離心（外心）であるいうのは、英語の動詞
horrifyから派生した形容詞 horrifyingは、直接構成素の horrifyにない形容
詞的性質を獲得していて、horrifyで統合体を代表させることができない
（horrify は動詞、horrifyingは形容詞）。これと同様に “吃力”〈骨が折れる〉
という形容詞は “吃”「（力を）食べる」という動詞によって代表させるこ
とができないという意味で離心的なのである。
　趙元任はアスペクト辞がついても遊離しないタイプのものを「形容詞」
と定義した。この “吃力” は動詞として見た場合、自動詞用法しかないこ
と、しかし自動詞ならば遊離用法が可能なのにそれがないので形容詞とし
たのである。さきほど出てきた離心的動詞の “怀疑” の場合は “很” がつ
き得るので形容詞的意味をもつが、自他両用なので離心的動詞とされる。

　　山夘 BB　厘載山夘椎倖傍隈。　　　　他動詞（離心用法）
　　　　　　  厘斤噐椎倖傍隈載山夘。　　自動詞（向心用法）

　“怀疑” が自他動両用という点は “吃力” と異なるが、しかし “怀疑”
の自動用法では遊離がないという点が注目される。“怀疑” の自動用法は
形容詞に近いのである。（動）は『動詞用法詞典』の用例を指す。

　　［離心的］厘匯岷壓山夘宸倖繁。　　　　　　［名詞目的語］（動）



─  ─281

動賓複合語と領属目的語について⑴

　　　　　　 低捷山夘音頁麿宅？　　　　　　　［動詞句目的語］（動）
　　　　　　 厘山夘麿頁倦嗤嬬薦吾挫宸肝糞刮。［文目的語］（動）
　　　　　　 山夘阻匯和隅。　　　　　　　　　［数量補語］（動）
　　　　　　 厘匆山夘狛宸倖潤胎。　　　　　　［アスペクト詞］（動）
　　［向心的］斤宸倖繁厘断匯岷載山夘。　　　　［前置詞句］（動）

　“山夘” の自動詞（向心的）用法では、数量詞やアスペクト詞がついても、
“山夘阻匯和隅” “山夘狛宸倖潤胎” のように “山夘” のうしろに接尾し “山”
と “夘” は遊離しない。つまり “山了夘” “山过夘” のようにはならない。
この点で “郭薦” “欺社”15） “誼吭” が遊離しないのとパラレルである。
　さきほどの離心的動詞の他動詞的用法では、遊離が起こらないことを見
た。“山夘” のような動詞が自動用法において遊離が起きないのは、一方
で他動用法をもつためという要因が考えられるが、もう一つがこの形容詞
的な意味をもつという点なのだ。
　このような観点でもう一度趙元任の挙げた形容詞としての動賓複合語を
見ると “讨厌” がある。実はこれは他動用法をもつ離心的動賓複合語 “讨
厌” と対応している。（汉）は『现代汉语词典第５版』の用例。

　　［離心的］他讨厌这个地方春天的风沙。　　　［名詞目的語］（汉）
　　　　　　 低讨厌走路吃东西。　　　　　　　［動詞句目的語］（動）
　　　　　　 厘讨厌懦弱山。　　　　　　　　　［形容詞目的語］（動）
　　　　　　 张老师讨厌没有事的人来找他闲聊。［文目的語］（動）

　趙元任は “讨厌” を離心的動賓複合語の動詞に入れるべきところを形容
詞に入れたのは、他動詞としての “讨厌”〈～がきらいだ〉は形容詞とし
ての “讨厌”〈いやだ troublesome〉とは別の単語と考えたからのよう
だ16）。
　つまり “厘讨厌他。” の “讨厌” と “他很讨厌。” の “讨厌” は「離心／
向心」の関係ではなく、どちらも離心的動賓複合語であり、「他動詞／形
容詞」の関係ということである。

　　網凵自阻〈じつにいやだ〉
　　枠音網凵，朔栖網凵阻〈最初はいやじゃなかったが、だんだんいやに
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なった〉

　さきほどの “山夘” の場合、離心的他動詞としての “厘山夘麿。” に対
して、“麿載山夘” と言った場合〈彼は疑わしい〉という意味にはならず、
〈彼は（誰かを）疑っている〉という意味になるので、離心的形容詞では
なく、向心的な自動詞と考えるべきなのだ。
　離心的用法をもち、自他動両用で、自動で遊離しないという特徴をもつ
ものに “弌伉”17）がある。これも自動で形容詞的になるが向心的自動詞な
のである。

　　［離心的］弌伉黍繁。　　　　　［名詞目的語］（動）
　　　　　　 低勣弌伉椎倖繁。　　［名詞目的語］（動）
　　　　　　 弌伉廿概。　　　　　［名詞目的語］（動）
　　　　　　 弌伉乾窮。　　　　　［動詞句目的語］（動）
　　　　　　 弌伉麿当貧低。　　　［文目的語］（動）
　　［向心的］低勣曳艶繁厚弌伉。
　　　　　　 低斤椎倖繁勣弌伉。
　　　　　　 麿載弌伉。
　　　　　　 麿匆弌伉狛叱肝。
　　　　　　 低勣弌伉彭泣隅。

　この “弌伉” も “山夘”（そして “讨厌”）と同様、感情の状態を表し、
形容詞的性質をもっている。“弌伉”はアスペクト詞、数量詞がついても“弌
伉狛匯肝” “弌伉泣隅” となり、“弌狛匯肝伉” “弌泣隅伉” のように遊離
することはない。
　ところが、“关心” “慧伉” “担心” “注意” などは、自他両用で、自動詞
で遊離が可能である。

　“購伉”
　　［離心的］厘載購伉麿。
　　　　　　 析弗載購伉厘断。
　　［向心的］社戦議並低匆不裏購泣隅伉亜。
　　　　　　 低斤社戦議並不裏購泣隅伉亜。
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　“社戦議並低匆不裏購泣隅伉亜” における “社戦議並” は、意味的には “購
伉” の対象だが、“購伉社戦議並” とはなっておらず、“購泣隅伉” の前に
置かれている。したがって “低斤社戦議並不裏購泣隅伉亜” と同様の自動
詞用法と考えられる。

　“慧伉”
　　［離心的］厘音慧伉麿。［名詞目的語］〈私は彼のことが心配だ〉
　　［向心的］厘斤麿音寄慧伉。〈私はあまり彼のことが信用できない〉
　　　　　　 厘慧阻伉。（“厘慧伉阻” も可能）
　“毅伉”
　　［離心的］毅伉壓翌仇議頃徨［名詞目的語］
　　　　　　 毅伉竃危［動詞句目的語］
　　　　　　 毅伉僥楼撹示音挫［文目的語］
　　　　　　 低勣弌伉彭泣隅。［数量補語］
　　［向心的］毅伉阻磯爺～毅阻磯爺伉。（動）
　　　　　　 毅伉阻匯倖謹埖～毅阻匯倖謹埖伉。（動）
　　　　　　 第第葎低毅伉阻挫叱爺。（『強簡寄簡灸』）
　　　　　　 社海祥貫隆葎麿毅伉狛。（『強簡寄簡灸』）

　『動詞用法詞典』によると “毅伉” は “毅阻匯倖謹埖伉” のように遊離
できるとしている。

　“廣吭”
　　［離心的］廣吭附悶。［名詞目的語］（動）
　　　　　　 廣吭俚連。［動詞目的語］（動）
　　　　　　 廣吭宗慎。［名詞目的後］（動）
　　　　　　 廣吭宸嶽著恰頁奕担裡墾邦犠議。［文目的語］（動）
　　　　　　 廣吭貧低阻。
　　［向心的］皆海斤恢瞳議嵎楚諒籾載廣吭。（動）
　　　　　　  瞬貧短嗤揃菊，低勣廣泣隅吭，艶砲宜阻。（『東方中国語辞典』）

　『東方中国語辞典』では「北京の話し言葉では離合詞として用いること
がある」として、遊離する例を挙げている。
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　以上の “关心” “放心” “担心” “注意” は向心用法と離心用法を兼ね備え、
かつ遊離用法18）をもっている。この点で自他動可能だが自動でも遊離しな
い “小心” “山夘” との違いがある。

　⑷　動賓複合語が副詞の場合
　　　　喘返嬉繁

　　　　喘伉恂並

　　副詞として次の特徴をもつ
　　　ａ　副詞で修飾できる　　　　湊範寔

　　　ｂ　“仇” がつけられる　　　  憧凋仇怒

　　　ｃ　重畳させることができる　喘喘伉伉仇亟

　　　ｄ　アスペクト辞や賓語の修飾語で拡張できない

　この離心的動賓複合語が副詞の場合も、形容詞の場合と同様に拡張して
遊離させることができない。

　6.5.4　語彙性や特殊な意義があるか。
　　動賓の構成要素が、どちらも自由形式であった場合、複合語かどうか

は、意味などで見極めるしかない。
　　　　郭蝉 択亂 牢腰 孀竪　複合語ではない。二語のフレーズ
　　　　牌恁 窟夏 麻凋 鍬然　一定の語彙性（単字の意味とは違う）
　　　　恂試 嘘慕 僅通 蝕概

　この語彙的意味での認定は、動賓の構成要素が自由形態素の組み合わせ
（FF）の時だが、例えば “拍马屁” “炒鱿鱼” のように語が組み合わされ、
慣用的に新たな語彙的意味を生じている場合も動賓複合語の範囲に含める
ことができるのかという問題が残る。

　6.5.5　組み合わせの頻度
　　程度問題であり、動賓複合語かどうかを決める決定的なものではない。
　　“郭蝉” は “郭傾” ほどよくある組み合わせではない。“衣寛”〈ベッド

を動かす〉は “衣社”〈引っ越す〉“貧寛”〈寝る〉ほどよくある組み合
わせではない。よく組み合わさる動賓複合語は次のものである。
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　　　　涯姿〈うそを裂く→うそをつく〉
　　　　竃社〈家を出る→僧侶になる〉
　　　　慧諮〈火を置く→放火する〉
　　　　慧伉〈心を置く→安心する〉
　　　　衡淀隅〈角を曲がる〉
　　　　蝕傾〈ご飯を開く→食事を始める〉
　　　　蝕嬖〈帳簿を開く→勘定を払う〉
　　　　麻凋〈命を数える→運勢を判断する〉
　　　　霧爺〈天を語る→無駄話をする〉
　　　　恂知〈夢をする→夢を見る〉

　趙元任は、動賓関係の章で、一般に FFの VO関係でも、動賓構造の構
成素を「組み合わせた意味」と「結合面の広さ・狭さ」と「慣用性」につ
いて言及している。「慣用的な V-O関係」は動賓複合語の必要条件の⑷「語
彙性」に関わるものだが、「結合面の広狭」のほうが必要条件の⑸「組み
合わせの頻度」に関わっている。
　動賓関係における動詞と賓語との「結合面の広狭」、「組み合わせの頻度」
というのは「夢を見る」という場合、“夢” という賓語に対する動詞は “恂”
以外は使わない。あるいは「無駄話をする」という時、“談” の賓語とし
ては “爺” という賓語しか買わない（“祖爺” の “爺”）。「勘定をはらう」
という時、「勘定」という意味では “嬖” という賓語を使う（“麻嬖”）。「角
を曲がる」という意味では “淀隅” しか使わない（“廬淀”）。
　つまり動詞・賓語の決まった組み合わせが動賓複合語となるという。
　「組み合わせの頻度」と「語彙性」とどう違うのか。語彙性の方は元の
意味的現象から離れた意味を得るものを言う。

　　語彙性 田瀧謄 たたく・馬の尻 →こびへつらう
　　組み合わせ頻度 性購狼 引く・縁故 → 縁故をむすぶ、コ

ネをつくる

　　語彙性 蝕概 開く・車 →車を運転する
　　組み合わせ頻度 蝕傾 開く・ご飯 →ご飯を始める
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　趙元任は “麻凋” を語彙性にも組み合わせ頻度のほうにも入れている。
運命を占うという場合の「占う」には必ず “麻” を使うという点では、組
み合わせ固定しているということだが、「凋」を〈運命〉という意味では
なく、〈いのち〉としたら “麻凋” は〈命を数える〉という意味になる。
命は一つしかないのにどうして数えられるかという点で、「運勢を占う」
と意味の落差が生じるので、語彙性にも入れられるということだろうか。

　6.5.6　拡大式と遊離式
　⑴　切り離せない動賓複合語（どんな条件でも遊離しない）
　　拡大性が最小。二つの語成分の関係は文言や類推でしか決められない。
　　　　凵弊 BB　蛍嫡 FB　怒瞬 FF〈外回りをする、外交する〉
　⑵　接尾辞や補語がつけられる動賓複合語
　　大多数の向心的動賓複合語。
　　　　僅碗〈連絡がなくなる〉 麿僅阻碗祥匯岷短偬狛碗

　　　　恬匸 恂恬匸　恬頼匸祥恠阻

　⑶　賓語に修飾語がつけられる動賓複合語
　　　　廣吭 BB 廣泣隅吭

　　　　福並 FF 福俯謹並

　　　　継舞 FB 継阻艇俯謹舞

　　　　僣顎 低誼僣宸倖顎

　　　賓語がバウンドで準量詞の場合、数詞がつけられる。
　　　　嬉尺 嬉匯尺

　　　　貧仁 貧宸匯仁

　　　　鋒状 鋒阻匯状〈ひと眠りした〉
　⑷　動詞と賓語がひっくり返せるもの
　　　　儀岱 BB 宸岱儀誼音弌　　 “岱” は拘束形式だ

が、形容詞がつく
と自由形式になる。

　　　　鋒状 FB 低議状誼鋒怎阻

　　　　篤恢 *恢脅篤阻　　　　篤阻恢は言える
　　　　強附 *附珊短強　　　　強阻附は言える

　ここで趙元任は、拡張（遊離）のさまざまなレベルを示した。この中で、
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どんな条件でも切り離せないとした例には離心的な動賓複合語は含めてい
ない。趙元任はなぜかどこにも明示的に「離心的なものは遊離しない」と
述べてはいない。趙の挙げる切り離せないものはすべて向心的なものであ
る。

　　　　凵弊 BB　蛍嫡 FB　怒瞬 FF

　“凵弊” は “厌学” “厌食” などと同様に向心的であって遊離できない。
FFの “怒瞬”〈外回りをする、外交する〉を拡張し “跑了一天街” とする
と意味は「町を一日走り回った」という意味で〈外回りをする〉という語
彙的意味は失われる。

　⑸　動賓複合語は問答形式での自由度が違う
　　ａ　動賓＋不＋動賓？　動賓。　ａ′　動賓＋不＋動賓？　動。
　　ｂ　動　＋不＋動賓？　動賓。　ｂ′　動賓＋不＋動賓？　動。
　　ｃ　動賓＋不＋動　？　動賓。　ｃ′　動賓＋不＋動　？　動。
　　ｄ　動　＋什么　　？　動賓。　ｄ′　動　＋什么　　？　賓。
　遊離しない動賓複合語はａ式となる。動詞だけもしくは賓語だけで答え
るのはその動または賓がＦのものである。しかしこれは必要条件であっ
て十分条件ではない。というのは FFのものでも、賓だけの答えができ
ない「語彙的意味」をもつものがある。

　　ａ　打字不打字？　打字。～打。
　　ｂ　打　不打字？　打字。～打。
　　ｃ　打字不打　？　打字。～打。
　　ｄ　打什么　　？　打字。
　“打什么？” の答えは “字” だけは言えない。“打字” は〈タイプする〉
という意味であり、この場合の “打什么？” も「何を打っているの？」
という意味ではない。

　趙元任は動賓複合語の遊離の程度を測る方法として、このテストを提案
している。なお史有為1983はこれによって三段階の自由度の区別をした。
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6.5.7　動賓複合語のGoal
　動賓複合語の中の賓語は動作の目標を表すが、それが表さない目標を導
入するには
　⑴　離心的な動賓式により他動詞となる　　当當心火濁　起草一個憲法
　⑵　“跟” “給” で目標語を付け加える
　　　　　　出版一本書　　給一部書出版
　　　　　  *打字這個信　　給這個信打字～把這個信打字
　　　　　  *錄音那個演說　給那個演說錄音
　　　　　  *照相大家　　　給大家照相
　　　　　  *親嘴他　　　　跟他親嘴
　⑶　倒置賓語
　　　　　　那個演說得先錄音
　　　倒置賓語にすれば “給～” をさらにつけることもできる。
　　　　　　那個演說得先給他錄音
　⑷　領属賓語 possessive object
　　　領属目的語で対象を表せるものの中には “給” “跟” “對” の前置詞

句（趙元任は連動句と呼ぶ）で表せるものがある。
　　　　　　請示〈指示を仰ぐ〉　 請他的示　　　跟他請示
　　　　　　請客〈おごる〉　　　 請我的客
　　　　　　費心〈気をつかう〉　 費您的心　（費心您もある）
　　　　　　告密〈密告する〉　　 告他的密
　　　　　　革命〈革命を起こす〉革他的命〈彼にたいし革命を起こす〉
　　　　　　如意〈意にかなう〉　 如他的意　　　給他如意
　　　　　　上算〈わりがあう〉　 上他的算
　　　　　　生氣〈腹をたてる〉　 生他的氣　　　跟他生氣～對他生氣
　　　　　　送行〈送別する〉　　 送他的行　　　給他送行

　趙元任は “费心” が領属目的語もとれ、離心的にもなるとしている。し
かし “費心” は現代漢語では “您要是见到他，費心把这封信交给他” のよ
うに依頼の際の相手への気持を表す語として、あるいは “让您费心了” と
礼を言う時に使われる。趙元任のあげる領属目的語をともなったり、離心
用法で目的語をとる “费心您” のような例は「ご迷惑おかけします、おせ
わになりました」の意味で使用する例と思われるが、現代では使用されな
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い。
　“费心” の例を除くと、趙元任の挙げた例では、領属目的語をとる動詞
が “给” “跟” で対象名詞をとることはあっても、離心的他動詞として目
的語をとる例はないことがわかる。
　これはこういうことである。“关心，注意，担心，不放心” は離心用法
をもち、対象名詞を目的語にとることができる。また同時に向心用法をも
り遊離現象をもつ。例えば “关心” の例を示す。

　　老师很关心我们。　　　　　　離心用法
　　老师对我们很关心　　　　　　向心用法　非遊離　“对” ＋対象名詞
　　家里的事你也关点儿事啊。　　向心用法　遊離

　しかし向心用法において、領属目的語で対象名詞を導入することはでき
ないのである。

　　 *老师总是关我们的心。〈先生はいつも私たちを気にかけている〉

　趙元任は “费心” のように離心的他動用法をもちかつ向心用法で領属目
的語をとる例を排除していないけれども、仮にそうした例があっても、一
般的傾向としてはきわめて例外的と言えよう。
　遊離の条件、領属目的語が使われる条件については趙元任は何ら明示的
には述べていないのだが、趙元任の挙げた例などを観察すると、帰納的に
以上のようなことが言える。

注

１） 6.5 Verb-Object(V-O) Compounds.趙元任 1968 A grammar of spoken Chinese 
University of California Press, p. 415‒434

 　丁邦新譯『中國話的文法（增訂版）』中文大學出版社，p. 214‒222
２） 『赵元任全集』第３卷，商务印书馆，2004, p. 430‒449
３） 例えば「醐岼 gé//zhí」は「他上个月革了职」〈彼は先月クビになった〉の
ように遊離する。

４） 「醐凋」は『现代汉语词典』では動詞 gé//mìngと注記されている。
５） 趙元任は殆ど一つの形態素が一音節のものが二つ結合して二音節語となっ
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たものを例として挙げるが、「拍马屁」「吵鱿鱼」のように、「一形態素＋二
形態素」の三音節語も動賓複合語とするかは問題である。もし認定するとす
れば、これらは三形態素（三音節）の動賓複合語である。

６） 『講談社中日辞典』では「・」は取っ払われているが、得罪 dézuì～dézuiの
ようにふたつ発音があることが注記されている。『東方中国語辞典』は「・」
を保持し、『現代漢語詞典』の軽声の記述に比較的忠実である。ただし「//・
声調」の表記はない。

７） もちろん「修行」は〈修行する〉の他に〈修行〉という名詞の意味もある。
ここで名詞というのは、「固諮」のように名詞の意味しかもたないものである。

８） 「endocetric向心（内心）構造」と「exocentric離心（外心）構造」とは構
造主義の IC分析における考え方である。“cold water” のという構造体の統
語機能（＝名詞）は直接構成素 waterで代表させることができ、中心が中に
ある。これを内心構造という。これに対して “John put a book on the table.”
の “on the table” の統語機能（＝副詞）は、直接構成素 “on” にも “the 
table” にもなく、中心は外にある。これを外心構造という（小泉保『言語学
コース』大修館書店、1984、p. 154‒157）。趙元任はこれを動賓複合語の統語
構造にも適用した。“他结婚了” における “结婚了” という構造体のもつ自
動詞性は、直接構成素 “结” と “婚” の動賓関係の中で完結しており、内心
である。これに対し “我抱怨他” の “抱怨” がもつ統語機能すなわち “他”
という項をとる機能（これも別の意味での動賓関係）は、その直接構成素で
ある形態素の “抱” にあるわけではない。動賓複合語の外につく名詞との間
に動賓関係が成立するのだから外心構造であると考える。“盖火” の構造体
のもつ統語機能を［～する道具］という名詞機能であるとすると、これも構
造体内の形態素、あるいは形態素間で生じるものではなく、“盖火（的工具）”
のように構造体の外に仮定した要素がもつものである。だから外心構造と呼
ぶ。

９） 「我不怕得他的罪。」という用例が『白水社中国語辞典』にはある。小説か
らの用例と思われるが、現代口語ではこのような用法はない。遊離が起きた
この例が可能とすると、これは向心用法であり、自動詞なのだ。なぜ現代口
語では領属目的語をもつ用法がないのかは、後述するように “得罪” が離心
的に他動用法をもち、対象名詞をとりうるからと考えられる。

10） （動）：孟緵琮，郑怀德，孟庆海，蔡文兰『汉语动词用法词典』商务印书馆，
1999

11） 倉石武四郎『岩波中国語辞典』岩波書店、1963
12） 『现代汉语词典 第五版』
13） 現代語では「耳かき」は “耳挖子” “掏耳杓”
14） “出名” を趙元任は動賓フレーズとしているが、『现代汉语词典』は、“chū//
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míng” とし、語と認定している。
15） 『现代汉语词典』では dào//ji�となっている。用例は「他的表演还不到家〈か
れの演技はまだ水準に達していない〉」が挙がっているが、「他的表演到了家

了」と言いうるのかもしれない。
16） 対象名詞を付帯する時 “小心” は他動で “你要小心那个人”、自動で “他

对那个人很小心” のように言うことができるが、“讨厌” では他動の “我讨

厌那个人” は自動で “我对那个人很讨厌” と言うことはできない。じつは「自
動」の “那个人很讨厌。” における “讨厌” は他動 “我讨厌那个人” の目的
語を主語としているので、ヴォイスが転換している。したがって「自他動対
応」と言っても、“讨厌” は “小心” タイプと違うのである。このため趙元
任はこれを離心用法の形容詞としたのであろう。“怀疑” は “小心” タイプ
であって、他動 “我怀疑那个说法。” 自動 “我对那个说法很怀疑” と対応し、
対象名詞を主語にして “那个说法很怀疑” と「ヴォイスの変換」をすること
はできない。

17） ここでは “担心” “关心” “留心” と同類の動賓複合語と見なす。つまり「小
さい心」という偏正構造ではなく「心を小さくする」という動賓構造である
と考える。

18） 後述するけれどもこれら他動用法をもつ “关心” “放心” “担心” “注意” は、
向心的自動用法で遊離して入れこむことができるのは、アスペクト詞、数量
詞等であり、領属目的語を入れることはできない。つまり “老师关心我们。”
は “老师关我们的心。” とはならない。
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